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亀山市教育委員会１２月定例会会議録 

 

１．日 時  

令和７年１２月２３日（火）午後１時００分開会 

 

２．場 所 

亀山市役所本庁舎３階 大会議室  

 

３．出席委員 

教 育 長      中 原   博 

１番委員   大 平 雅 章 

２番委員   吉 岡 洋 子 

３番委員   若 林 喜美代 

４番委員   宮 村 由 久 

 

４．欠席委員 

なし 

 

５．議事参与者 

教育部長                             大 平    守 

教育総務課長（以下総務課長という。）      麻 生 俊 哉 

学校教育課長（以下学校課長という。）      武 居 政 敏 

生涯学習課長（以下生涯課長という。）      落 合   努 

図書館長                    高 重 京 子 

学校教育課主幹兼学事教職員グループリーダー（以下学事ＧＬという）   加 藤   剛 

学校教育課主幹兼教育支援グループリーダー（以下教支ＧＬという）   北 川 恵美子 

学校教育課主幹兼教育研究グループリーダー（以下教研ＧＬという）   小野寺 順 子 

教育総務課主幹（兼）保健給食グループリーダー（以下保給ＧＬという。）      渡 邉 尚 也 

教育総務課主幹（兼）教育総務グループリーダー(書記）（以下総務ＧＬという。） 中 野 貴 晶 

教育総務課教育総務グループ主査         宮 地 巧 真 
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６．会議録署名者指名 

   ３番委員（ 若 林 喜美代 委員 ） 

   ４番委員（ 宮 村 由 久 委員 ） 

 

７．会議録の承認 

   第４回臨時会、第５回臨時会、１１月定例会、第６回臨時会 

 

８．教育長報告 

教育長 

教育部長 

宮村委員 

教育長 

 

 

 

 

 

教研ＧＬ 

 

 

 

（令和７年１２月定例会教育長報告に基づき報告） 

（市議会１２月定例会に関する報告） 

「不登校ひきこもり冬の対話集会」とはどのようなものか。 

自分の家族や知人の不登校の子を何とかしてあげたいという人

達が集まり、「でんでん」という不登校の親の会を作っている。

その親の会が主催となり、初めは夏と冬の年２回開催していたと

記憶している。現在は夏の開催の方の名前を「きめ細やかな進路

進学説明会」とし、外国の方も含めた不登校の子を中心とした進

路進学に関する説明を行っている。 

今年度の講演会については、主に不登校の全国的な傾向や不登

校を抱える保護者の想い等を皮切りに議題提案いただき、グルー

プ討議をしていました。それぞれの立場から様々な提起をいただ

いていました。 

  

９．議案  

教育長 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

議案第５５号「亀山市学校給食費徴収規則の一部改正について」

事務局の説明を求める。 

議案第５５号「亀山市学校給食費徴収について」であります。提

案理由としましては、主食用米価格高騰への早期対応及び食料品全

般の価格高騰への対応に伴い令和８年１月１日及び令和８年４月

１日から学校給食費を改定し、併せて市内中学校の学校給食費を統

一するため、亀山市学校給食費徴収規則を一部改正することについ

て、委員の議決を求めるものです。詳細につきましては総務課長よ

り説明いたします。 
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教育長 

 

 

（総務課長詳細説明） 

前回の会議から進捗があり、来年４月以降５，２００円を上限と

して、国が補助等を行う見通しである。亀山市の場合で考えると、

例えば４月から小学校の給食費は５，４００円になるので、そのう

ちの５，２００円を国が負担し、残り２００円を臨時交付金等を活

用し、または、さらにその補助等が上乗せされることで、無償化が

実現されるのではと、１つの例として想定している。 

（異議はなく、議案第５５号は可決される。） 

 

１０．協議事項  

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮村委員 

学校課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

協議事項１「昼生小学校の小規模特認校制度の導入に関する要

望について」説明を求める。 

（学校課長詳細説明） 

経緯として、去年の今頃、学校長から同様の相談があったが、特

色になるような事業等のイメージがあまりなく、少し制度導入は早

いのではないかという話をした。その後半年が経過し、今回はキャ

リア教育を１つの大きな特色として、和菓子づくりも含めて地域の

職人たちの技を生かしながらキャリア教育を推進し、県の指定を受

けつつ、本制度を活用して魅力化を図って実施していきたいという

ことである。もちろん継続して取組を行っていく必要がある一方

で、学力に関しても重要となるが、当該学校は少人数児童の中で、

個別的指導を本当にしっかりしていただいている状況である。特に

導入に関して問題も感じられず、より地域の力を学校運営に活用し

ていただければ、認める方向でいいのではないかと考えている。 

県の指定とはどのようなものか。 

令和７年度の「地域と連携した郷土教育・キャリア教育推進事

業」の指定校として、１年間、県の支援を受けながら、地域との関

わりの中で、その事業を核として進めています。その事業の中で作

ったカリキュラム等も、今後引き続いて生かしていく形になろうか

と思います。 

地元の和菓子屋と共同開発した和菓子「もみち」について、先日、

県教育長もその店にお越しいただき、美味しく召し上がっている。

県の方も、この事業について、関心を持って取り組んでいただいて

いる状況である。 
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宮村委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若林委員 

教育長 

 

この小学校において、和菓子屋以外にも他のキャリア教育はある

のか。 

まだまだ発展する可能性はあると考えている。先日、ヴィアティ

ン三重を通じて、亀山中学校と昼生小学校にバレーボールを寄贈

いただいた地元の製作所が来庁された。このような地域の子ども

たちを育てるためにという意思を持った方々もいる。昼生地区の

子どもに何かしてあげようという気持ちはたくさんある地域なの

で、今後、学校や地域の工夫次第で面白い取組ができるのではな

いかと思う。また、近隣には「あんぜんの丘こども園」がある。

そのような施設との交流の可能性もある。そういう意味では、キ

ャリア教育は単にものを作るだけではなく、例えば福祉や医療の

分野について経験することも大事である。まだまだ磨けば光る地

域性があるのではないか。一度に内容が増えていくというもので

はないが、地域の人が、このように力を貸してくれることは、大

変有難く思う。 

「もみじ」ではなく「もみち」でいいのか。 

これは、子どもが付けた名前で、餅と紅葉をかけているそうであ

る。個人的にはかわいらしい名前と思う。 

 

１１．報告事項  

教育長 

 

 

 

教育長 

 

若林委員 

 

 

 

 

図書館長 

 

 

報告事項１「生徒指導について」説明を求める。 

（学校課長詳細説明）  

（質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項２「図書館利用状況について」説明を求める。 

（図書館長詳細説明） 

先日行われていたミニミニコンサートを見せていただいたが、

とても良かった。絵本「モチモチの木」の朗読と音楽がすごくマ

ッチしていた。是非続けていただきたいと思う。その中で、人に

よってはマイクで本当に何を言っているか分からない場面があっ

た。今後は気を付けていただければと思う。 

 既にご指摘もいただいており、機器の老朽化及び運用上での機

器をセットする場所等に課題がありました。今後は、機器の更新

を含め対応したいと思います。 
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教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

十分、準備やシミュレーションを行い、改善していただきた

い。 

（ほかに質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項３「教育委員会行事及び予定について」説明を求め

る。 

（総務課長、学校課長、生涯学習課長、図書館長詳細説明） 

（質問はなく、報告を終わる。） 

 

報告事項４「後援事業について」資料確認 

 

報告事項５「亀山市準要保護児童生徒認定検討委員会委員の委

嘱について」説明を求める。 

（総務課長詳細説明）  

（質問はなく、報告を終わる。） 

 

１２．その他  

 特に無し 

 

１３．閉会 

   午後１時５０分 

  

以上会議の顛末を記録し、下記のとおり署名する。 

 

教育長 

 

 

３番委員 

 

 

４番委員 


